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し
か
し
小お

栗ぐ
り

は
な
か
な
か
一

ひ
と
つ

橋ば
し

邸
を
訪
ね
ず
、
や
っ
と
姿

を
現
し
た
時
に
は
、
仏ふ

蘭ら
ん

西す

語
の
指
南
は
到
底
無
理
と
辞
意

を
申
し
出
た
の
で
あ
る
。

「
ま
こ
と
に
畏お

そ

れ
入
り
ま
す
が
、
私
は
あ
ま
り
の
多
忙
に
、

も
は
や
仏
蘭
西
語
を
ご
教
授
す
る
こ
と
は
無
理
か
と
存
じ
ま

す
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
事
が

起
こ
っ
た
時
に
、
わ
た
く
し
も
呑の
ん

気き

に
夷い

人じ
ん

の
言
葉
を
学
ぼ

う
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」

「
い
え
、
ご
簾れ

ん

中
ち
ゅ
う

さ
ま
、
そ
れ
は
残
念
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
簾
中
さ
ま
は
ご
聡そ

う

明め
い

な
う
え
に
筋
が
よ
ろ
し
く
、
ご

習
得
も
進
み
ま
し
た
も
の
を
」

　
こ
れ
は
本
当
の
こ
と
ら
し
い
。
楽
器
を
操
る
家
に
育
っ
た

延の
ぶ

は
耳
が
よ
く
、
一
度
聞
い
た
こ
と
は
、
す
ぐ
に
空
で
反
復

出
来
た
。

「
薩さ

つ

摩ま

と
長

ち
ょ
う

州
し
ゅ
う

が
手
を
結
ん
だ
そ
う
で
す
ね
」

「
は
い
、
つ
い
に
や
り
ま
し
た
。
私
ど
も
も
気
配
は
つ
か
ん

で
お
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
成
功
す
る
と
は
思
っ
て
み
な
か

っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
薩
摩
側
は
西さ

い

郷ご
う

吉き
ち

之の

助す
け

、
長
州
側

は
木き

戸ど

貫か
ん

治じ

（
孝た

か

允よ
し

）
、
そ
し
て
仲
介
し
た
の
は
前
に
お
話

し
し
た
坂
本
龍

り
ょ
う

馬ま

で
ご
ざ
い
ま
す
」

「
坂
本
龍
馬
ゆ
う
た
ら
、
浪
人
と
い
う
話
で
す
ね
。
そ
の
よ

う
な
浪
人
が
、ど
う
し
て
そ
ん
な
大
仕
事
出
来
ま
す
ん
や
ろ
」

「
ご
簾
中
さ
ま
、
今
、
ご
公
儀
に
歯
向
か
お
う
と
し
て
い
る

者
た
ち
は
、
皆
、浪
人
か
下
級
の
さ
む
ら
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
者
た
ち
が
天
下
を
ひ
っ
く
り
返
そ
う
と
し
て
い
る

の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

　
こ
の
後
、
小
栗
は
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。
延
に
は
こ
の
男
が
何

を
言
お
う
と
し
た
か
勘
で
わ
か
っ
た
。

「
時
勢
は
も
う
動
き
出
し
て
い
る
の
で
す
」

　
し
か
し
そ
れ
は
一
橋
家
の
正
妻
に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
る

言
葉
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
小
栗
は
急
に
話
題
を
変
え
た

の
だ
。

「
坂
本
龍
馬
と
い
う
男
は
、
昨
年

 

か
ん
ぱ
に
ー

を
つ

く
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ゑ●

げ●

れ●

す●

語
で
カ
ン
パ
ニ
ー
、

交
易
を
す
る
社
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
ご
簾
中
さ
ま
、

私
も
も
う
じ
き
坂
本
と
同
じ
よ
う
に
、
カ
ン
パ
ニ
ー
を
つ
く

る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
兵
庫
で
も
う
あ
れ
こ
れ
計
画
が

始
ま
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
簾
中
さ
ま
に
ご
心
配
い
た
だ
き

ま
し
た
横よ
こ

須す

賀か

の
製
鉄
所
も
、
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す

し
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。
幕
府
も
頑が

ん

迷め
い

固こ

陋ろ
う

な
者

ば
か
り
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」

　
じ
っ
と
こ
ち
ら
を
見
る
小
栗
と
延
は
視
線
が
合
う
。
そ
の

時
ふ
と
奇
妙
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
た
。
小
栗
と
夫
の
姿
が
重

な
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
ン
パ
ニ
ー
、
製
鉄
所
、
ど
ち
ら
も
新

し
が
り
屋
の
夫
が
好
み
そ
う
な
も
の
ば
か
り
だ
。

御み

台だ
い

所
ど
こ
ろ

へ
（

）

い
し
い
・
い
た
る
　
石
井
兄
弟

社
社
長
、
東
京
都
在
住

穫 覚
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７
月
も
海
外
に
い
た
。
今
回
は
モ

ス
ク
ワ
、
２
０
１
４
年
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
地
ソ
チ
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ヴ
ィ
ル
ニ

ス
、
ラ
ト
ビ
ア
の
リ
ガ
を
訪
問
し
、

パ
リ
経
由
で
最
近
帰
国
し
た
。

　
今
回
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
は
ソ
チ

訪
問
だ
。
私
の
周
り
に
は
ソ
チ
に
行

っ
た
と
い
う
人
は
お
ら
ず
、
事
前
情

報
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
出
発
直

前
に
池
口
恵
観
さ
ん
か
ら
偶
然
に
紹

介
さ
れ
た
一
水
会
代
表
の
木
村
三
浩

さ
ん
が
、
ソ
チ
に
何
度
も
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。
池
口
恵
観
さ
ん

と
は
、
清
原
ら
プ
ロ
野
球
選
手
に
護

摩
行
指
導
を
す
る
、
高
野
山
大
学
理

事
で
真
言
宗
の
大
阿
闍
梨
、
「
炎
の

行
者
」
の
池
口
先
生
だ
。

　
木
村
さ
ん
に
、
何
を
し
に
ソ
チ
に

行
っ
た
の
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ソ

チ
の
そ
ば
に
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
と
い
う

国
が
あ
る
。
ま
だ
国
家
と
し
て
の
独

立
の
認
証
を
多
く
の
国
か
ら
受
け
て

い
な
い
が
、
そ
の
大
統
領
選
挙
の
監

視
団
と
し
て
昨
年
、
訪
問
し
た
。
そ

の
と
き
は
ソ
チ
経
由
で
行
っ
た
」
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
木
村
さ
ん
は
、

意
外
と
（
と
言
う
と
失
礼
だ
が
）
携

帯
電
話
で
、
外
国
人
と
英
語
で
ぺ
ら

ぺ
ら
と
会
話
す
る
国
際
派
だ
。

　
私
が
ソ
チ
に
行
っ
た
の
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
、
現
地
の
ホ
テ

ル
取
材
の
た
め
だ
。

　
訪
問
し
た
ホ
テ
ル
は
、
ロ
ジ
ー
ナ

・
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
。
広
大
な
敷

地
に
、
す
っ
き
り
と
し
た
デ
ザ
イ
ン

の
建
物
。プ
ー
ル
は
屋
内
外
に
あ
り
、

黒
海
に
面
し
た
ビ
ー
チ
も
あ
る
１
泊

万
円
の
超
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ホ
テ
ル

だ
。ホ
テ
ル
の
従
業
員
が
言
う
に
は
、

「
こ
こ
に
は
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
が
よ
く

来
る
」
と
い
う
。
「
ど
こ
の
国
の
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
か
」
と
聞
く
と
、
「
い

ろ
い
ろ
な
国
の
大
統
領
が
来
る
が
、

も
ち
ろ
ん
ロ
シ
ア
の
大
統
領
は
よ
く

来
る
。
２
０
０
㍍
先
に
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
の
ダ
ー
チ
ャ
（
別
荘
）
が
あ

る
。
だ
か
ら
、
プ
ー
チ
ン
は
時
々
食

事
を
し
に
来
る
。
ソ
チ
五
輪
の
調
印

も
こ
こ
で
行
わ
れ
た
。
前
大
統
領
の

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
と
の
間
の
調
印
だ
」

　
一
言
で
言
え
ば
森
の
軽
井
沢
に
、

海
（
黒
海
は
湖
だ
が
広
大
だ
か
ら
海

に
し
か
見
え
な
い
）
の
熱
海
を
足
し

て
２
で
割
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
だ

が
、
外
国
人
観
光
客
は
今
の
と
こ
ろ

少
な
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
訪
問
さ
れ

た
し
。
　
　
　
　
　
（
石
井
　
至
）

根  室  市  況
（３日･高値－安値）　　　
　　　　　　単位＝㌔・円

根　室 花　咲 歯　舞 落　石
ホ ヤ 5565－ 2730 － － －
建 マ ス － － 294－ 105 －
塩 マ ス － － － －
塩 ベ ニ － － － －
塩 ギ ン － － － －
冷 凍 サ ケ － － － －
定 置 サ ケ － － － －
イ カ 945－ 368 － － －
鮮 エ ビ － － － －
煮 エ ビ 4620－ 420 － 3360－ 1050 －
カ ス ベ － － － －
ス ケ ソ ウ － － 37－ －
タ ラ － － 263－ 11 －
チ カ 158－ 137 － － －
ニ シ ン 210－ － － －
青 ソ イ － － － －
ア ブ ラ コ 210－ 137 － － －
コ マ イ 95－ 26 － － －
キ ウ リ 137－ 32 － － －
青 ソ イ － － 368－ －
ソ ウ ハ チ － － － －
バ バ カ レ イ － － － －
黒 カ レ イ 368－ 63 － － －
赤 カ レ イ － － － －
柳 カ レ イ － － － －
真 カ レ イ － － 609－ 263 －
サ メ カ レ イ 609－ 315 － － －
油 カ レ イ － － 189－ 105 －

釧路魚菜市場相場（３日）
新富士地方卸売市場（単位：㌔円）釧路市公設地方卸売市場

安値 高値 安値 高値
メ ヌ キ - だ い こ ん 73 - 84
キ ン キ ン 1312 - 3465 に ん じ ん 126 - 126
メ ン メ ン 2415 - 3413 白 菜 63 - 63
バ バ ガ レ イ 420 - 1680 グリーンボール 52 - 52
ソ ウ ハ チ 105 - 336 ほ う れ ん 草 525 - 525
ヤナギガレイ 210 - 578 ね ぎ 548 - 548
マ ガ レ イ 315 - 473 軟 白 ね ぎ 473 - 473
オ ヒ ョ ウ 735 - 1680 に ら 630 - 630
タ ラ 84 - 231 カ リ フ ラ ワ ー 315 - 315
ア ブ ラ コ 126 - 231 ブ ロ ッ コ リ ー 262 - 262
コ マ イ 105 - 210 レ タ ス 78 - 105
イ カ 168 - 378 サ ニ ー レ タ ス 315 - 367
サ ン マ - 胡 瓜 336 - 336
タ コ - 茄 子 336 - 336
生 サ ケ - ト マ ト 367 - 367
塩 サ ケ - ミ ニ ト マ ト 840 - 840
生 マ ス - ピ ー マ ン 386 - 386
ホ ッ ケ 420 - 1050 た ま ね ぎ 210 - 210
カ ジ カ 105 - 263 生 し い た け 210 - 1370
チ カ - な め こ 210 - 210
エ ビ - え の き 茸 210 - 260
ハ マ チ - ぶ な し め じ 470 - 530
ウ ニ 473 - 3150 ま い 茸 420 - 470
ホ ッ キ 520 - 735 キ ャ ン ベ ル 630 - 630
カ キ 84 - 158 露 地 す い か 121 - 201
シ ジ ミ 630 - 945 バ ナ ナ 169 - 169
ア サ バ 105 - 210
ク ロ ガ レ イ 210 - 315

杏 以

伊 位゛゛゛゛゛゛゛゛゛
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〈
開
催
案
内
〉
釧
路
市
立
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
、
Ｂ

で

日
ま
で
開
催
（
月
曜
休
館
）
。
開
館
時
間
は
午
前

時
か
ら
午
後
５
時（
毎
週
金
・
土
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）。

観
覧
料
は
一
般
８
０
０
円
（
団
体
割
引
券
あ
り
）
大
学
生

以
下
無
料
。
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ＴＶスペシャル・セル画　「ルパン三世　ロシ

アより愛をこめて」

　　ⓒモンキー・パンチ／ＴＭＳ・ＮＴＶ

《
パ
レ
ス
ボ
ウ
ル
》

◇
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

　

時

分

《
土
曜
日
救
急
当
番
病
医
院
》

◇
外
科
　
釧
路
孝
仁
会
記
念
病

院
（
愛
国
１
９
１
の
２
１
２

　
Ｔ

│
１
２
２
２
）
※

時
〜

時

◇
内
科
・
小
児
科
　
加
勢
内
科

医
院
（
若
竹
町

の
５
　
Ｔ

│
８
２
８
１
）
※

時
〜

時

《
夜
間
救
急
病
院
》

◇
外
科
　
釧
路
孝
仁
会
記
念
病

院
（
愛
国
１
９
１
の
２
１
２

　
Ｔ

│
１
２
２
２
）
※

時
〜
翌
朝
９
時

◇
内
科
・
小
児
科
　
釧
路
市
夜

間
急
病
セ
ン
タ
ー
（
住
吉
２

の

　
Ｔ

│
６
７
７
６
）

※

時
〜
翌
朝
７
時

《
ぷ
ら
っ
と
９
４
６
献
血
ル
ー

ム
》
（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
釧
路

昭
和
内
）

◇
献
血
受
付
時
間
　

時
〜

時
　

時
〜

時

◇
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
│
４
０

０
│
９
０
７
）

《
Ｍ
Ｏ
Ｏ
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
０
６
０
０
）

◇
手
作
り
雑
貨
＆
な
ん
で
も
市

　
シ
ョ
ッ
プ
輝
　
１
階
中
央

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
特
設
会
場

（
〜
６
日
）

時

◇
ぴ
ゅ
あ
め
い
ど
ま
ー
け
っ
と

３
周
年
感
謝
祭
＆
あ
り
が
と

う
フ
ェ
ア
　
東
北
援
産
施
設

の
商
品
販
売
　
１
階
同
店

（
〜
５
日
）
９
時

《
釧
路
市
鳥
取
温
水
プ
ー
ル
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
５
３
３
３
）

◇
は
じ
め
て
の
ス
イ
ム
教
室
、

ス
イ
ム
中
・
上
級
教
室
　

時

分

《
鳥
取
ド
ー
ム
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
５
１
２
５
）

◇
鳥
取
中
学
校
リ
ズ
ム
体
操
　

時

《
た
ん
ち
ょ
う
釧
路
空
港
》

　
　
　（
Ｔ

│
８
３
０
４
㈹
）

◇
釧
路
市
動
物
園
パ
ネ
ル
展
〜

北
海
道
ゾ
ー
ン
の
魅
力
を
紹

介

〜
　
２
階
出
発
ロ
ビ
ー

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス（
最
終
日
）

《
ア
ク
ア
・
ベ
ー
ル
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
８
２
１
１
）

◇
あ
く
あ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
サ
ラ
ダ
バ

ー
無
料
　

時

分

《
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
２
１
１
１
）

◇
北
海
道
知
事
優
勝
旗
争
奪
　

全
道
民
謡
決
勝
大
会
歓
迎
夕

食
会
　

時

◇
Ｒ
Ｉ
第
２
５
０
０
地
区
第
７

．
８
会
　
同

◇
港
倶
楽
部
　
四
川
中
華
日
替

わ
り
ラ
ン
チ
　

時

分
　

四
川
中
華
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス

　

時

分

《
釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
１
２
７
５
）

◇
Ｈ
・
Ｆ
・
Ｃ
　
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
ン
　

時

分

◇
２
０
１
２
年
釧
路
第
一
高
等

学
校
　
同
窓
会
　

時

分

◇
レ
ス
ト
ラ
ン
　
ト
ッ
プ
オ
ブ

ク
シ
ロ
　
ブ
ッ
フ
ェ
ラ
ン
チ

　

時

分
◇
和
食
　
天
婦

羅
会
席
　
海
霧
　

時

分

◇
中
国
料
理
錦
　
中
華
北
京

ダ
ッ
ク
会
席
　
同

《
全
日
空
ホ
テ
ル
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
４
７
６
１
）

◇
サ
ン
テ
ィ
ー
ユ
　
レ
デ
ィ
ー

ス
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
ン
チ
　

時

分
◇
雲
海
　
ひ
よ
り
膳

　
同
　
浮
舟
会
席
　

時
◇

藤
　
黒
毛
和
牛
と
鮑
の
コ
ー

ス
　
同

【
阿
寒
地
区
】

《
公
民
館
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
２
２
２
２
）

◇
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
読
み
聞

か
せ
　

時

分

◇
景
観
パ
ネ
ル
展
（
〜

日
）

◇
陶
好
会
　

時
◇
民
謡
同
好

会
　
同

《
阿
寒
湖
ま
り
む
館
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
４
４
０
０
）

◇
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
９
時

《
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
３
６
５
３
）

◇
第

回
全
道
空
手
道
選
手
権

大
会
　
９
時

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

　

時
◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ

ブ
　

時

【
音
別
地
区
】

《
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
》

　
　
　
　（
Ｔ
６
│
３
８
１
１
）

◇
釧
路
管
内
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
、
女
性
部
会
研
究

協
議
会
　
９
時

《
ふ
れ
あ
い
図
書
館
》

　
　
　
　（
Ｔ
６
│
３
４
３
５
）

◇
お
は
な
し
会
　

時

【
釧
路
町
】

《
総
合
体
育
館
》

　
　
　
　（
Ｔ

│
６
６
６
５
）

◇
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　

時
◇
釧
路
ル
ー
ド
ボ
ー
イ
ズ

　
同
◇
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ

ー
ズ
　
同
◇
江
南
バ
ス
ケ
　

時
◇
明
武
会
　
同
◇
稲
沢

　

時
◇
空
手
サ
ー
ク
ル
　

時
◇
ラ
イ
ジ
ン
グ
シ
ョ
ッ

ト
　
同
◇
石
岡
ク
ラ
ブ
　
同

　
Ｔ
Ｖ
ス
ペ
シ
ャ
ル
は
、
１
９

８
９
年
か
ら
年
に
１
度
制
作
さ

れ
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

年
よ
り「
金
曜
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
」

で
放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
ま
で

本
制
作
さ
れ
て
い

ま
す
。
第
４
弾
「
ロ
シ
ア
よ
り

愛
を
こ
め
て
」
は
、
１
９
９
２

年
に
放
送
さ
れ
た
、
ロ
シ
ア
の

ロ
マ
ノ
フ
王
朝
の
金
塊
を
め
ぐ

る
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　
ご
紹
介
す
る
セ
ル
画
は
、
ル

パ
ン
た
ち
が
５
０
０
ト
ン
の
金

塊
を
目
に
し
た
シ
ー
ン
を
描
い

た
も
の
。
驚
く
次
元
や
銭
形
警

部
、
喜
ぶ
不
二
子
な
ど
、
各
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
特
徴
が
よ
く
捉

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
に
映
っ

た
金
塊
ま
で
表
現
す
る
、
丁
寧

な
仕
上
が
り
で
す
。

　
物
語
の
冒
頭
シ
ー
ン
は
、
０

０
７
シ
リ
ー
ズ
同
タ
イ
ト
ル
の

オ
マ
ー
ジ
ュ
。
有
名
作
品
を
取

り
入
れ
た
パ
ロ
デ
ィ
や
、
和
洋

を
問
わ
な
い
流
行
ネ
タ
の
使
用

は
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

で
培
わ
れ
た
基
盤
で
す
。
そ
れ

に
加
え
、
Ｔ
Ｖ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で

は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
世
界
の
名

所
な
ど
、
誰
も
が
知
る
キ
ー
ワ

ー
ド
を
ち
り
ば
め
、
ル
パ
ン
の

狙
い
を
明
確
化
し
ま
し
た
。
奇

想
天
外
な
盗
み
の
ア
イ
デ
ア

や
、
綿
密
に
組
ま
れ
る
作
戦
と

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
役
割
な
ど
、

非
常
に
凝
っ
た
内
容
を
楽
し
め

ま
す
。

　
作
品
ご
と
に
作
画
監
督
が
異

な

る

た

め
、
さ
ま

ざ
ま
な
ル

パ
ン
た
ち

が
描
か
れ

る
の
も
、

こ
の
シ
リ

ー
ズ
の
特

徴
で
し
ょ

う
。
時
に

紳
士
、
時

に
ワ
イ
ル

ド
。
制
作

に
関
わ
る

ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
ス

タ
ッ
フ
た

ち
は
、
独

自
の
見
解
と
画
、
ア
イ
デ
ア
で

今
な
お
「
ル
パ
ン
三
世
」
に
挑

戦
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
（
釧
路
市
立
美
術
館
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
武
束
祥
子
）

　釧路市出身の須藤幹夫さん（ ）が編集長を務

める作詞の月刊同人誌「ミュージック・フォーラ

ム」（日本音楽アカデミー発行）が昨年創刊 周

年記念で歌詞を募集した、元松竹歌劇団最後のト

ップスター春日宏美さんの新曲ＣＤがこのほど、

日本クラウンから発売された。　（坂上めぐみ）

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
須
藤
幹
夫
編
集
長

周
年
記
念
の
春
日
宏
美
さ
ん
の

新
曲
Ｃ
Ｄ
と
そ
れ
を
紹
介
し
た

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

７
月
号

゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛

例会に参加した西高校に感謝する会会員

（同会提供）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
交
通
遺
児
が
義
務
教
育
を
卒

業
す
る
ま
で
、
そ
の
家
族
ら
に

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
な
ど

を
行
っ
て
い
る
独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｖ
Ａ
、
本
部
東
京
都
）
釧
路

支
所
（
高
岡
邦
博
支
所
長
）
が

７
月

日
、
十
勝
管
内
池
田
町

で
会
員
の
交
流
活
動
「
友
の
会

の
集
い
」
を
開
い
た
。

　
年
１
回
開
催
し
今
回
で

回

目
。
こ
の
日
は
釧
路
、
根
室
、

十
勝
管
内
に
居
住
す
る
会
員
７

家
族

人
が
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
作
り
や
羊
毛
工
作
な
ど
を
楽

し
ん
だ
。
同
支
所
に
は
現
在

家
族
が
会
員
登
録
し
、
こ
の
う

ち
現
在
貸
し
付
け
を
受
け
て
い

る
の
が
３
家
族
、
受
け
て
い
な

い
の
が
８
家
族
、
貸
し
付
け
を

終
了
し
た
の
が
５
家
族
と
い

う
。

　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
は
本
部
の
ほ
か

同
支
所
を
含
め
全
国

カ
所
に

存
在
し
、
遺
児
へ
の
資
金
貸
付

の
ほ
か
、
運
転
者
が
自
身
の
運

転
癖
を
知
る
適
性
診
断
な
ど
を

実
施
し
事
故
防
止
に
務
め
て
い

る
。

　
ま
た
、
交
通
事
故
に
遭
っ
た

時
の
総
合
的
な
電
話
相
談
「
交

通
事
故
被
害
者
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」（
有

料
）
を
、平
日（
年

末
年
始
は
除
く
）

午
前
９
時
│
午
後

５
時
に
設
け
て
い

る
。
番
号
は
０
５

７
０
│
０
０
０
７

３
８
。
　
　
　
　

（
五
味
亜
希
子
）

羊
毛
の
工
作
を
楽

し
む
参
加
者
（
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
提
供
）

　
須
藤
さ
ん
は
創
刊
時
か
ら

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
関
わ
り
、
２
代
目
の
編

集
長
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
通

信
教
育
で
作
詞
が
学
べ
る
方
式

で
、現
在
会
員
は
３
０
０
０
人
。

自
身
は
作
詞
を
し
な
い
た
め
、

業
界
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
デ

レ
ク
タ
ー
に
顧
問
と
し
て
協
力

し
て
も
ら
い
、
都
は
る
み
、
鳥

羽
一
郎
、
小
林
幸
子
な
ど
一
流

歌
手
に
提
供
す
る
詞
の
募
集
な

ど
も
行
っ
て
き
た
。

　
プ
ロ
、
セ
ミ
プ
ロ
作
家
が
ペ

ン
ネ
ー
ム
で
応
募
し
て
く
る
こ

と
も
珍
し
く
な
い
と
い
う
。

年
続
け
ら
れ
た
理
由
を
「
作
詞

家
が
主
宰
す
る
同
人
誌
だ
と
、

弟
子
は
先
生
を
超
え
ら
れ
な

い
。
自
分
は
作
詞
を
し
な
い
か

ら
、
業
界
の
人
た
ち
の
公
平
な

目
で
詞
を
選
び
、
人
を
育
て
て

き
た
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
話

す
。

　

周
年
記
念
事
業
は
春
日
宏

美
さ
ん
の
新
曲
の
詞
の
募
集

と
、
無
名
時
代
か
ら
親
交
が
あ

る
歌
手
小
金
沢
昇
司
さ
ん
の
新

曲
の
詞
の
募
集
。
春
日
さ
ん
の

新
曲
に
は
５
０
０
件
の
応
募
が

あ
り
、
こ
の
う
ち
グ
ラ
ン
プ
リ

と
な
っ
た
「
夢
の
翼
」
、
「
江

戸
っ
子
サ
ン
バ
」
の
２
曲
が
Ｃ

Ｄ
と
な
っ
た
。
「
ま
た
あ
な
た

と
会
い
ま
し
ょ
う
　
こ
の
空
の

下
で
　
さ
あ

希
望
を
携
え
て

　
夢
の
翼
　
ひ
ろ
げ
よ
う
」
と

歌
う
「
夢
の
翼
」
は
作
詞
者
の

た
に
は
ら
伸
さ
ん
が
作
詞
中
に

東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、

そ
の
後
完
成
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
る
。
小
金
沢
さ
ん
の
新
曲

も
年
内
に
は
発
表
さ
れ
る
。

　
「
東
京
に
い
な
く
て
も
、
全

国
ど
こ
か
ら
で
も
発
信
で
き
る

通
信
教
育
と
い
う
作
詞
講
座
を

大
切
に
す
る
よ
う
に
言
っ
て
く

れ
た
（
作
詞
家
の
）
星
野
哲
郎

先
生
の
言
葉
を
励
み
に
、
こ
れ

か
ら
も
長
く
続
け
た
い
」
と
話

す
。
春
日
宏
美
新
曲
Ｃ
Ｄ
「
夢

の
翼
」
「
江
戸
っ
子
サ
ン
バ
」

（
１
２
０
０
円
）
は
東
京
都
台

東
区
浅
草
の
「
音
の
ヨ
ー
ロ
ー

堂
」
、
電
話
０
３（
３
８
４
３
）

３
５
２
１
で
販
売
。
問
い
合
わ

せ
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
０
３
（
３
７
６
０
）
５
４

３
１
へ
。
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旧
釧
路
西
高
校
同
窓
会
員
や

教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
近
隣
町
内

会
員
な
ど
で
構
成
す
る
「
釧
路

西
高
校
に
感
謝
す
る
会
」
（
花

高
了
三
会
長
）
の
第
４
回
例

会
が
７
月

日
に
、
白
糠
町

内
の
「
や
ま
か
ん
」
で
開
か
れ

た
。

　
同
会
は
、
旧
校
舎
を
防
災
拠

点
と
し
て
の
活
用
を
求
め
、
道

教
委
や
釧
路
市
な
ど
に
要
望
し

て
き
た
。
ま
た
、
釧
路
市
教
委

が
同
校
舎
の
高
等
養
護
学
校
開

設
を
道
教
委
に
求
め
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
も
賛
同
し
、
今
後

も
校
舎
の
再
利
用
等
を
要
望
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。さ
ら
に
、

校
舎
周
辺
の
環
境
整
備
も
継
続

し
、

日
に
実
施
す
る
こ
と
を

決
め
た
。

　
今
回
の
例
会
に
は
花
高
会
長

は
じ
め
会
員

人
が
出
席
、
活

動
方
針
な
ど
を
確
認
、
懇
親
会

で
親
睦
を
深
め
た
後
、
最
後
に

西
高
校
歌
を
合
唱
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
堀
口
義
彦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　


